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「
そ
の
他
の
記
載
内
容
」に
関
す
る
改

正
監
査
証
明
府
令
等
、公
表
─
金
融
庁

監　
　
査

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
、改
訂
─
国
税
庁

税　
　
務

去
る
６
月
25
日
、
金
融
庁
は
、「
財

務
諸
表
等
の
監
査
証
明
に
関
す
る
内

閣
府
令
及
び
企
業
内
容
等
の
開
示
に

関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す

る
内
閣
府
令
」
を
公
布
し
た
。「
そ
の

他
の
記
載
内
容
」
に
つ
い
て
監
査
人

の
手
続
を
明
確
に
す
る
こ
と
等
に
対

応
し
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
。

「
そ
の
他
の
記
載
内
容
」
に
関
す
る

記
載
事
項
の
追
加

監
査
証
明
府
令
の
改
正
に
お
い
て

は
、
監
査
報
告
書
、
中
間
監
査
報
告

書
ま
た
は
四
半
期
レ
ビ
ュ
ー
報
告
書

に
お
け
る
「
そ
の
他
の
記
載
内
容
」

に
関
す
る
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
次

の
も
の
が
追
加
さ
れ
た
。

・
そ
の
他
の
記
載
内
容
の
範
囲

・
そ
の
他
の
記
載
内
容
に
対
す
る
経

営
者
お
よ
び
監
査
役
等
の
責
任

・
そ
の
他
の
記
載
内
容
に
対
し
て
公

認
会
計
士
ま
た
は
監
査
法
人
は
意

見
を
表
明
す
る
も
の
で
は
な
い
旨

・
そ
の
他
の
記
載
内
容
に
対
す
る
公
認

会
計
士
ま
た
は
監
査
法
人
の
責
任

・
そ
の
他
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
公

認
会
計
士
ま
た
は
監
査
法
人
が
報

告
す
べ
き
事
項
の
有
無
お
よ
び
そ

の
内
容

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
修
正
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
改
正
開
示
府
令
の
ほ
か
、

「『
財
務
諸
表
等
の
監
査
証
明
に
関
す

る
内
閣
府
令
』
の
取
扱
い
に
関
す
る

留
意
事
項
に
つ
い
て
（
監
査
証
明
府

令
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
の
改
正
で
は
、

改
正
監
査
証
明
府
令
に
あ
わ
せ
て
条

番
号
等
が
修
正
さ
れ
て
い
る
。

適
用
時
期

本
改
正
は
、
２
０
２
２
年
３
月
31

日
以
後
に
終
了
す
る
連
結
会
計
年
度

等
に
係
る
連
結
財
務
諸
表
等
の
監
査

証
明
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
２
０
２
１
年
３
月
31
日
以
後
に

終
了
す
る
連
結
会
計
年
度
等
に
係
る

連
結
財
務
諸
表
等
の
監
査
証
明
に
つ

い
て
は
、早
期
適
用
が
可
能
で
あ
る
。

去
る
６
月
28
日
、
国
税
庁
は
「
グ

ル
ー
プ
通
算
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
」
を
改
訂
し
た
。
本
Ｑ
＆
Ａ
は

昨
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
、

同
８
月
の
改
訂
に
続
き
、
今
回
、

２
０
２
１
年
度
税
制
改
正
等
を
踏
ま

え
、
内
容
の
一
部
改
訂
お
よ
び
Ｑ
＆

Ａ
の
追
加
が
行
わ
れ
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

通
算
制
度
離
脱
時
の
連
帯
納
付
責

任
（
問
27
）

法
人
税
の
納
税
義
務
は
、
事
業
年

度
終
了
時
点
に
お
い
て
成
立
す
る
も

の
と
さ
れ
る
。
他
方
、
通
算
制
度
に

お
い
て
は
、
通
算
完
全
支
配
関
係
が

あ
る
期
間
内
に
納
税
義
務
が
成
立
し

た
法
人
税
に
つ
い
て
、
通
算
法
人
グ

ル
ー
プ
間
で
連
帯
し
て
納
付
す
る
責

任
を
負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
事
業
年
度
中
に
通
算

グ
ル
ー
プ
を
離
脱
す
る
こ
と
と
な
っ

た
通
算
子
法
人
が
離
脱
す
る
ま
で
の

所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
つ
い
て
、

通
算
親
法
人
お
よ
び
通
算
グ
ル
ー
プ

内
の
他
の
通
算
法
人
は
、
連
帯
納
付

す
る
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。

通
算
法
人
が
他
の
通
算
グ
ル
ー
プ

に
加
入
す
る
場
合
に
お
け
る
時
価

評
価
資
産
の
時
価
評
価
等
と
投
資

簿
価
修
正
の
適
用
順
序
（
問
62
）

通
算
子
法
人
の
稼
得
し
た
利
益
に

対
す
る
二
重
課
税
の
排
除
等
と
い
う

投
資
簿
価
修
正
の
制
度
趣
旨
を
踏
ま

え
、次
の
順
序
で
行
う
こ
と
と
な
る
。

①　
そ
の
通
算
子
法
人
の
他
の
通
算

グ
ル
ー
プ
へ
の
加
入
に
伴
う
時
価

評
価
資
産
の
時
価
評
価

②　
そ
の
通
算
親
法
人
が
有
す
る
そ

の
通
算
子
法
人
株
式
の
投
資
簿
価

修
正

③　
そ
の
通
算
親
法
人
の
他
の
通
算

グ
ル
ー
プ
へ
の
加
入
に
伴
う
時
価

評
価
資
産
の
時
価
評
価
お
よ
び
そ

の
通
算
親
法
人
（
株
式
等
保
有
法

人
）
が
保
有
す
る
そ
の
通
算
子
法

人
株
式
の
時
価
評
価

外
国
税
額
の
控
除
に
係
る
通
知
義

務
（
問
76
）

通
算
法
人
が
外
国
税
額
の
控
除
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
事
業
年
度
後

の
事
業
年
度
に
お
い
て
、
外
国
税
額

の
控
除
限
度
額
の
計
算
の
基
礎
と
な

る
一
定
の
金
額
が
当
初
申
告
額
と
異

な
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
他
の
通

算
法
人
に
対
す
る
通
知
義
務
お
よ
び

通
知
す
べ
き
事
項
は
定
め
ら
れ
て
い

る
が
、
通
知
の
方
法
お
よ
び
様
式
等

は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
通
算
法
人
間
に
お
い
て
任
意
の

方
法
で
通
知
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
本
Ｑ
＆
Ａ
で
は
、
法
令
で

定
め
ら
れ
た
通
知
す
べ
き
事
項
を
盛

り
込
ん
だ
通
知
書
の
書
式
が
、
参
考

例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

通
算
制
度
に
お
け
る
適
用
除
外
事

業
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
問
78
）

通
算
グ
ル
ー
プ
に
適
用
除
外
事
業

者
が
加
入
す
る
場
合
、
通
算
制
度
に

お
け
る
適
用
除
外
法
人
（
租
税
特
別

措
置
法
上
の
中
小
企
業
向
け
特
例
の

適
用
対
象
と
な
ら
な
い
法
人
）
の
判
定

は
、
一
定
の
措
置
の
適
用
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
行
う
。

⑴　
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化
税
制

（
措
法
42
の
４
④
）等

そ
の
加
入
し
た
法
人
は
、
中
小
企

業
者
か
ら
除
か
れ
る
適
用
除
外
事
業

者
か
ら
は
除
か
れ
、
他
の
通
算
法
人

の
適
用
除
外
法
人
の
判
定
上
、
適
用

除
外
事
業
者
か
ら
除
か
れ
る
た
め
、

他
の
通
算
法
人
が
い
ず
れ
も
適
用
除

外
事
業
者
に
該
当
し
な
い
場
合
、
そ

の
加
入
し
た
法
人
を
含
む
通
算
法
人

の
す
べ
て
が
適
用
除
外
法
人
に
該
当

し
な
い
。

⑵　
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制（
措

法
42
の
６
）等

そ
の
加
入
し
た
法
人
が
適
用
除
外

事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
他
の
通
算
法

人
の
適
用
除
外
法
人
の
判
定
上
は
、

適
用
除
外
事
業
者
か
ら
除
か
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
他
の
通
算
法
人
が
い

ず
れ
も
適
用
除
外
事
業
者
に
該
当
し

な
い
場
合
に
は
、
そ
の
加
入
し
た
法

人
の
み
が
適
用
除
外
法
人
に
該
当

し
、
他
の
通
算
法
人
は
適
用
除
外
法

人
に
該
当
し
な
い
。
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私
は
Ａ
Ｉ
と
か
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、

新
聞
・
雑
誌
等
で
得
ら
れ
る
情
報
以
外

何
も
知
ら
な
い
。
た
だ
、
監
査
対
象

取
引
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
捉
え
、
Ｉ
Ｔ

を
使
用
し
た
監
査
手
法
が
使
わ
れ
始

め
て
い
る
事
実
は
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
先
に
想
定
さ
れ
る
の
が
、
Ａ
Ｉ
の
利

用
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
の
と
き
を
想
像
し
た
と
き
の
漠
然
と

し
た
懸
念
は
、
監
査
に
人
が
関
わ
る

必
要
性
は
な
く
な
る
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
少
し
考
え

て
み
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
の
監
査
は

法
定
監
査
を
前
提
と
す
る
。

Ａ
Ｉ
の
利
用
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、

Ａ
Ｉ
利
用
の
目
的
に
適
合
し
た
過
去
の

デ
ー
タ
学
習
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

こ
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
、「
目
的

の
設
定
」
と
「
過
去
の
デ
ー
タ
」
の
入

手
で
あ
る
。

目
的
の
設
定
と
は
、
監
査
の
目
的
で

あ
る
財
務
諸
表
の
信
頼
性
を
損
ね
る

不
正
会
計
が
、
監
査
対
象
に
含
ま
れ
て

い
な
い
か
ど
う
か
を
発
見
す
る
こ
と
で

あ
る
。
財
務
諸
表
に
は
た
く
さ
ん
の
項

目
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
網
羅
し

た
不
正
会
計
が
発
見
で
き
る
よ
う
目

的
を
設
定
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

と
り
あ
え
ず
目
的
設
定
が
で
き
た
と
し

て
、
そ
れ
ら
に
有
益
な
過
去
の
不
正
取

引
を
含
ん
だ
過
去
デ
ー
タ
の
入
手
が
可

能
か
ど
う
か
の
問
題
も
あ
る
。こ
れ
は
、

過
去
の
不
正
会
計
発
覚
企
業
の
う
ち
、

か
な
り
の
企
業
が
倒
産
し
て
デ
ー
タ

が
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
、
Ａ

Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
の
に
十
分
な
デ
ー
タ

量
を
集
め
ら
れ
る
か
と
い
う
課
題
が
あ

る
。
現
存
す
る
企
業
の
場
合
は
、
機

密
保
持
の
観
点
か
ら
協
力
が
得
ら
れ

る
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

不
正
会
計
は
常
に
新
た
な
手
法
が
登

場
し
て
く
る
が
、
そ
う
い
う
も
の
に
対

し
て
対
処
で
き
る
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
。Ａ

Ｉ
に
素
人
の
私
で
も
、
監
査
に
Ａ

Ｉ
を
導
入
す
る
に
は
、
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
多
い
と
い
う
印
象
が

あ
る
。
現
実
的
に
は
、
開
発
コ
ス
ト
な

ど
を
考
え
る
と
、
目
的
を
絞
っ
た
う
え

で
ど
の
程
度
有
効
な
利
用
環
境
が
で
き

る
か
で
あ
る
が
、
結
局
人
が
関
わ
る

部
分
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

次
の
問
題
は
、
Ａ
Ｉ
が
指
摘
し
た
事

項
へ
の
対
応
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
Ａ
Ｉ

の
レ
ベ
ル
が
高
度
化
し
て
も
、
Ａ
Ｉ
が

指
摘
す
る
問
題
事
項
は
あ
く
ま
で
不

正
会
計
の
「
疑
念
」
あ
る
い
は
「
兆
候
」

で
し
か
な
く
、「
こ
れ
は
不
正
会
計
で

あ
る
」
と
証
拠
を
示
し
確
定
し
た
結
論

を
出
せ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

結
局
Ａ
Ｉ
が
指
摘
し
た
問
題
事
項
に
つ

い
て
、
真
偽
の
判
定
が
可
能
な
証
拠
の

収
集
が
必
要
と
な
り
、
こ
こ
の
判
断
や

監
査
方
針
の
決
定
は
、「
人
」
が
対
応

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。Ａ
Ｉ
の
技
術
の
発
達
に
よ
り
、「
人
」

が
や
ら
な
く
て
も
所
定
の
基
準
等
の
設

定
に
よ
り
一
定
レ
ベ
ル
の
問
題
事
項
の

抽
出
領
域
は
、
広
く
な
る
可
能
性
は

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
「
人
」
の

監
査
人
の
洞
察
力
は
ま
す
ま
す
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
不
正
会
計
の
態
様
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。
被
監
査
会
社
内
部
だ

け
の
不
正
操
作
も
あ
れ
ば
、
循
環
取

引
の
よ
う
に
取
引
先
を
巻
き
込
ん
だ
も

の
も
あ
る
。
ま
た
、
単
純
な
架
空
取

引
も
あ
れ
ば
、
各
種
将
来
見
積
り
の

過
程
で
の
不
正
操
作
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
経
理
部
門
で
管
理
す

る
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、
現
業
部
門
の

管
理
デ
ー
タ
か
ら
チ
ェッ
ク
が
必
要
と

な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
取
引
先
か
ら

の
デ
ー
タ
提
供
も
必
要
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
Ａ

Ｉ
の
導
入
に
よ
り
「
人
」
の
関
わ
る
領

域
は
限
定
的
と
な
る
一
方
、
法
律
面

も
含
め
い
ろ
い
ろ
な
制
度
の
整
備
も
必

要
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で

最
も
重
要
な
の
は
、「
人
」
の
関
わ
り

方
の
変
革
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
監
査

領
域
へ
の
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
よ
り
、「
人
」

の
洞
察
力
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。

監
査
は
Ａ
Ｉ
と
ど
う
付
き
合
う
か

公
認
会
計
士 

手
塚　

仙
夫

会
計・監
査

カ
ナ
メ
の
要

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
に
関
す
る
実
務

対
応
報
告
案
、次
回
以
降
文
案
検
討
へ

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会　
　
計

去
る
６
月
30
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
６
０
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

第
74
回
税
効
果
会
計
専
門
委
員

会
（
２
０
２
１
年
７
月
10
日
（
№

１
６
１
６
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
と
同
様
、
実
務
対
応
報
告
公
開

草
案
61
号
「
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
を

適
用
す
る
場
合
の
会
計
処
理
及
び
開

示
に
関
す
る
取
扱
い
（
案
）」
に
寄

せ
ら
れ
た
主
な
コ
メ
ン
ト
と
そ
の
対

応
案
に
つ
い
て
、審
議
が
行
わ
れ
た
。

投
資
簿
価
修
正
の
税
効
果

投
資
簿
価
修
正
に
つ
い
て
は
、「
評

価
損
に
係
る
繰
延
税
金
資
産
を
計
上

し
た
と
き
の
投
資
簿
価
修
正
に
関
す

る
取
扱
い
に
関
し
て
、
投
資
簿
価
修

正
に
よ
っ
て
税
務
上
の
帳
簿
価
額
が

減
額
修
正
さ
れ
、
将
来
加
算
一
時
差

異
等
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
お
い

て
、
繰
延
税
金
負
債
の
計
上
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
と
き
は
、
評
価
損

に
係
る
繰
延
税
金
資
産
の
範
囲
内
の

投
資
簿
価
修
正
に
係
る
税
効
果
に
限

定
す
べ
き
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
。

事
務
局
か
ら
は
、「
コ
メ
ン
ト
の

よ
う
な
状
況
は
、
連
結
納
税
制
度
に

お
い
て
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た

が
、
実
務
対
応
報
告
５
号
等
で
は
具

体
的
な
定
め
は
な
く
、
実
務
に
お
い

て
は
税
効
果
会
計
基
準
等
の
原
則
的

な
取
扱
い
を
踏
ま
え
て
会
計
処
理
が

行
わ
れ
て
い
た
。
方
針
と
し
て
、
連

結
納
税
制
度
に
お
け
る
取
扱
い
を
踏

襲
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
特
段
の

取
扱
い
を
示
さ
ず
、
文
案
を
修
正
し

な
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
対
応
案
が
示

さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
「
本
当
に
問
題
が
な

い
の
か
、
数
値
例
を
も
と
に
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
と
い
う
意

見
が
あ
り
、
事
務
局
か
ら
は
「
検
証

に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
実
務
対
応

報
告
５
号
等
以
上
に
規
定
し
て
し
ま

う
と
、
今
ま
で
と
取
扱
い
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
」
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

今
後
の
方
向
性

事
務
局
と
し
て
は
、
公
開
草
案
を

大
き
く
変
え
る
必
要
が
あ
る
コ
メ
ン

ト
は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
認
識

で
あ
り
、
次
回
以
降
、
文
案
を
示
し

て
い
く
予
定
。
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リ
ー
ス
構
成
部
分
と
非
リ
ー
ス
構
成

部
分
の
区
分
な
ど
検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会　
　
計

金　
　
融

海
外
景
気
回
復
で
改
善
す
る
製
造
業

の
景
況
感

去
る
６
月
28
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
０
１
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
議
論
は
次
の
と
お
り
。

貸
手
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ス
の
会
計
処
理

こ
れ
ま
で
改
正
リ
ー
ス
会
計
基
準

の
文
案
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
議
論
さ

れ
た
論
点
に
お
け
る
再
検
討
項
目
の

１
つ
と
し
て
、
貸
手
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
リ
ー
ス
の
会
計
処
理
に
つ

い
て
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

当
初
の
提
案
で
は
、
現
行
基
準
を

踏
襲
し
、
通
常
の
賃
貸
借
取
引
の
方

法
に
準
じ
た
会
計
処
理
と
し
て
い
た

が
、
実
務
に
お
い
て
必
ず
し
も
明
ら

か
で
な
い
会
計
処
理
も
あ
り
、
具
体

的
な
定
め
を
置
く
べ
き
と
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。
事
務
局
か
ら
、
そ
の
具

体
的
な
定
め
と
し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16

号
「
リ
ー
ス
」
の
定
め
の
内
容
を
採

り
入
れ
る
修
正
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
「
通
常
の
賃
貸

借
取
引
の
会
計
処
理
と
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16

号
の
処
理
と
の
違
い
を
分
析
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
」
と
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。

リ
ー
ス
構
成
部
分
と
非
リ
ー
ス
構

成
部
分
の
区
分

現
行
基
準
で
は
、
リ
ー
ス
料
総
額

か
ら
、
維
持
管
理
費
用
相
当
額
お
よ

び
通
常
の
保
守
等
の
役
務
提
供
相
当

額
を
控
除
す
る
と
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
16
号
で
は
、契
約
の
な
か
の
リ
ー

ス
構
成
部
分
は
非
リ
ー
ス
構
成
部
分

（
主
に
サ
ー
ビ
ス
）
と
区
分
し
て
会

計
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
リ
ー
ス
構
成
部

分
と
非
リ
ー
ス
構
成
部
分
の
区
分
に

つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
次
の
よ
う
な

方
針
が
提
案
さ
れ
た
。

・
契
約
を
リ
ー
ス
構
成
部
分
と
非

リ
ー
ス
構
成
部
分
に
分
け
る
。

・
借
手
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号

と
整
合
性
を
図
る
こ
と
を
原
則
と

し
、
現
状
の
実
務
負
担
を
な
る
べ

く
変
更
し
な
い
。

・
貸
手
に
つ
い
て
、
収
益
認
識
基
準

と
整
合
性
を
図
る
部
分
を
除
き
、

現
状
を
実
質
的
に
変
更
し
な
い
。

具
体
的
な
定
め
は
次
の
と
お
り
。

①　
役
務
提
供
相
当
額

重
要
性
が
乏
し
い
場
合
を
除
き
、

非
リ
ー
ス
構
成
部
分
に
該
当
す
る
。

借
手
に
つ
い
て
、
合
理
的
見
積
額

を
リ
ー
ス
構
成
部
分
と
区
分
し
、
他

の
会
計
基
準
等
に
従
っ
て
会
計
処
理

す
る
。
重
要
性
が
あ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
リ
ー
ス
構
成
部
分
の
対
価
と

し
て
会
計
処
理
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

貸
手
に
つ
い
て
、
独
立
販
売
価
格

の
比
率
に
基
づ
き
、
契
約
に
お
け
る

対
価
を
、
リ
ー
ス
構
成
部
分
と
非

リ
ー
ス
構
成
部
分
に
配
分
す
る
。

②　
維
持
管
理
費
用
相
当
額

借
手
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
も

認
め
る
。

・
重
要
性
が
あ
る
場
合
で
も
、
全
額

を
リ
ー
ス
構
成
部
分
に
含
め
る
。

・
合
理
的
見
積
額
を
リ
ー
ス
構
成
部
分

に
含
め
な
い
。
合
理
的
見
積
額
は
、

非
リ
ー
ス
構
成
部
分
に
含
め
て
の

会
計
処
理
も
、
維
持
管
理
費
用
相

当
額
の
内
容
を
示
す
科
目
で
の
費

用
計
上
も
、
い
ず
れ
も
認
め
る
。

貸
手
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て

リ
ー
ス
構
成
部
分
と
は
区
分
し
て
会

計
処
理
す
る
。

＊　

専
門
委
員
か
ら
は
、
借
手
の
維
持

管
理
費
用
相
当
額
に
つ
い
て
、「
不

動
産
の
実
務
で
は
、
固
定
資
産
税
な

ど
を
リ
ー
ス
料
と
区
分
し
た
り
、
借

手
に
開
示
し
た
り
し
て
い
な
い
」
と

い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

日
銀
が
７
月
１
日
に
発
表
し
た
６

月
の
全
国
企
業
短
期
経
済
観
測
調
査

（
短
観
）
で
は
、
大
企
業
・
製
造
業

の
業
況
判
断
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
が
プ
ラ

ス
14
と
な
り
、
前
回
３
月
の
調
査
か

ら
９
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な
っ
た
。

前
回
調
査
の
６
月
見
通
し
で
は
、
Ｄ

Ｉ
が
プ
ラ
ス
４
だ
っ
た
た
め
、
そ
の

後
景
況
感
が
改
善
し
た
企
業
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
問
題
は
非
製
造
業
で
、
全

体
と
し
て
前
回
よ
り
や
や
改
善
傾
向

は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
大
企
業
プ
ラ

ス
１
、
中
堅
企
業
マ
イ
ナ
ス
８
、
中

小
企
業
マ
イ
ナ
ス
９
と
、
い
ず
れ
も

同
規
模
の
製
造
業
を
下
回
っ
た
。
特

に
業
種
別
で
み
る
と
、
宿
泊
・
飲
食

サ
ー
ビ
ス
が
マ
イ
ナ
ス
74
で
、
他
業

種
の
２
倍
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
幅
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
度
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
・
研
究
開
発
を
含
む
設
備
投

資
計
画
額
（
除
く
土
地
投
資
額
）
を

み
る
と
、
全
産
業
で
前
年
度
比
プ
ラ

経理用語の豆知識
財またはサービスの提供の本人と代理人の区分

顧客への財またはサービスの提供に他の当事者が関与
している場合において、顧客との約束が当該財またはサー
ビスを企業自ら提供する履行義務であると判断され、企業
が本人に該当するときには、当該財またはサービスの提供
と交換に企業が権利を得ると見込む対価の総額を収益と
して認識する。企業が代理人に該当するときには、他の当
事者により提供されるように手配することと交換に企業が
権利を得ると見込む報酬または手数料の金額を収益とし
て認識する。
本人と代理人の区分の判定は、顧客に約束した特定の

財またはサービスのそれぞれについて行われる。顧客との
約束の性質が、企業が自ら提供する履行義務か、他の当事
者によって提供されるように企業が手配する履行義務で
あるかを、①顧客に提供する財またはサービスを識別する
こと、②財またはサービスのそれぞれが顧客に提供される
前に、企業が支配しているか判断すること、の手順によって
判断する。
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証　
　
券

日
銀
短
観
が
評
価
さ
れ
る
条
件

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2021年
6月25日

監査基準委員会研究報告６号 
「監査報告書に係るQ＆A」の改
正

JICPA

監査基準委員会報告書720「その他の記載内容に関連する監査人の責任」の改
正に伴う、監査報告書におけるその他の記載内容についての解説および証券
発行に関する文書におけるその他の記載内容の適用範囲についてのQ＆Aを
追加したもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210625ecb.html

―

2021年
6月25日

法人税基本通達等の一部改正
について（法令解釈通達） 国税庁

2021年度税制改正に伴い、法基通における会社法等の改正（取締役の報酬等
に関する規律）に伴う整備や、租税特別措置法通達における試験研究を行った
場合の法人税額の特別控除、株式等を対価とする株式の譲渡に係る所得の計
算の特例などについて、所要の改正が行われたもの。
https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kihon/hojin/kaisei/2106xx/index.htm

―

2021年
6月30日

監査に関する品質管理基準の
改訂について（公開草案） 金融庁

監査事務所が、あらかじめ定められた一定の品質管理の方針および手続を策
定し、運用する従来の品質管理から、より積極的に品質管理上のリスクを捉え
て、当該リスクに対処し、品質管理体制を改善するサイクルを組織内に有効に
展開する品質管理へと変更するために改訂するもの。コメント期限は2021年
７月29日。
https://www.fsa.go.jp/news/r2/sonota/20210630.html

―

2021年
6月30日

「企業内容等の開示に関する留
意事項について（企業内容等開
示ガイドライン）」の改正（案）

金融庁
第三者割当に係る有価証券届出書について、重点的に行う審査対象や審査要
領を、より一層明確化するもの。コメント期限は2021年７月30日。
https://www.fsa.go.jp/news/r2/sonota/20210630-4/20210630-4.html

―

ス
10
・
４
と
な
り
、
３
月
の
調
査
よ

り
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

特
に
大
企
業
で
は
プ
ラ
ス
１
・
７
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
、
投
資
意
欲
が
強

ま
っ
て
い
る
。

一
方
で
、雇
用
人
員
判
断
Ｄ
Ｉ（
全

産
業
）
を
み
る
と
全
規
模
合
計
で
マ

イ
ナ
ス
14
と
な
り
、３
月
調
査
の「
過

剰
」
に
比
べ
て
「
不
足
」
が
さ
ら
に

２
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
人
手
不
足
感

が
強
ま
っ
て
い
る
。
６
月
時
点
で
は

規
模
に
よ
る
格
差
は
み
ら
れ
な
い

が
、
９
月
の
見
通
し
で
は
規
模
が
小

さ
い
ほ
ど
不
足
感
が
強
い
。
た
だ
５

月
の
失
業
率
は
３
・
０
％
、
有
効
求

人
倍
率
は
１
・
０
９
倍
で
、
各
々
や

や
悪
化
傾
向
、
横
ば
い
と
な
っ
て
お

り
、
労
働
市
場
の
改
善
に
は
結
び
つ

い
て
い
な
い
と
の
見
方
が
強
い
。　

飲
食
業
な
ど
の
一
部
業
種
を
除
い

て
景
況
感
の
改
善
が
み
ら
れ
る
の

は
、
国
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん

で
い
る
こ
と
も
要
因
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
、
製
造
業
に
関
し
て
は
、
む

し
ろ
欧
米
で
の
景
気
回
復
期
待
が

大
き
い
と
の
見
方
も
あ
る
。
米
バ
イ

デ
ン
政
権
は
法
人
増
税
を
含
ま
な
い

１
・
２
兆
ド
ル
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
法
案

を
超
党
派
で
合
意
し
、
議
会
で
の
成

立
を
促
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
加
速

懸
念
も
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
海

外
情
勢
が
製
造
業
の
景
況
感
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

７
月
１
日
、
日
銀
短
観
（
６
月
）

が
公
表
さ
れ
た
。
注
目
の
大
企
業
の

業
況
判
断
は
、
前
回
３
月
の
予
想
に

比
べ
実
績
は
プ
ラ
ス
幅
拡
大
（
非
製

造
業
は
プ
ラ
ス
転
化
）、
大
企
業
の

先
行
き
予
想
は
プ
ラ
ス
幅
横
ば
い
と

な
っ
た
。
業
種
間
の
格
差
拡
大
を
示

す
Ｋ
字
型
回
復
が
継
続
し
て
い
る
た

め
、
全
体
の
業
況
改
善
が
加
速
化
す

る
よ
う
な
数
字
に
は
な
ら
な
か
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

昨
年
の
大
幅
な
落
込
み
か
ら
の
回

復
で
あ
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急

事
態
宣
言
が
長
期
化
し
、
今
も
経
済

活
動
の
抑
制
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
こ
の
短
観
予
想
は
十
分

評
価
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
株
価
の
反
応
は
極
め

て
冷
淡
な
も
の
で
あ
っ
た
。
日
経
平

均
は
短
観
発
表
日
で
４
日
連
続
の
下

げ
と
な
っ
た
。
世
界
の
主
要
国
市
場

で
は
、
日
本
の
株
価
の
弱
さ
が
目

立
っ
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

今
年
前
半
を
振
り
返
る
と
、
多
く

の
国
々
で
は
２
、３
月
に
高
値
を
付

け
た
後
、
調
整
気
味
と
な
り
、
し
ば

ら
く
後
、
緩
や
か
な
回
復
に
転
じ
、

６
月
に
は
今
年
の
高
値
更
新
へ
進
ん

だ
。
一
方
、
日
経
平
均
は
２
月
に
約

30
年
振
り
に
３
万
円
の
大
台
に
乗
っ

た
が
、
す
ぐ
に
下
げ
に
転
じ
た
。
こ

の
日
本
株
の
弱
さ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

打
撃
、
繰
り
返
さ
れ
る
緊
急
事
態
宣

言
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
低
さ
な

ど
、
政
府
の
対
策
の
拙
劣
さ
を
反
映

し
て
い
る
と
み
る
向
き
も
あ
る
。

日
銀
短
観
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た

６
月
、
緊
急
事
態
宣
言
の
も
と
、
急

ピ
ッ
チ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

新
規
感
染
者
数
も
次
第
に
低
下
傾
向

を
示
し
て
き
た
が
、
強
力
な
変
異
ウ

イ
ル
ス
（
デ
ル
タ
株
）
の
国
内
で
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
政
府
と
、
政
府
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
感
染
症
専
門
家
の
見
方
に
は

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
も
み
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
政
府
方
針
へ
の
不
安
や

懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
と
の
声
も
あ

る
。日

銀
短
観
が
素
直
に
評
価
さ
れ
、

株
価
が
立
ち
直
っ
て
く
る
た
め
に

は
、
デ
ル
タ
株
に
よ
る
感
染
拡
大
が

ど
う
な
る
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無

事
に
終
わ
る
か
、
と
い
っ
た
目
先
の

大
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
必
要

と
み
ら
れ
る
。
日
本
株
の
方
向
性
に

関
し
て
は
、
日
本
国
内
の
事
情
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。


